
47都道府県で最後の２４ｈ介護空白地だった石川県の事例 

2017 年に 47都道府県で最後に重度訪問介護 24時間支給が実現した石川県。全国の複数の障害

者団体の支援で筋ジストロフィーの古込和宏さんが筋ジス病棟を出て、1 人暮らしを始めました。

きっかけは、隣の富山県の黒部市の ALS 大懸さんの 24 時間介護の報道を古込さんが見たことで

した。古込さんがネットを通じて全国団体に問いあわせたところから、複数団体が共同で支援をス

タートしたのです。全国の自立生活センターや個人からのカンパで弁護団が結成され支給が実現し

ました。その後、富山県でも、石川県でも 24時間などの重度訪問介護が広がっています。 

 

退院後の自宅アパートでの写真 

古込和宏インタビュー (arsvi.com)より 

 

 

 

２０１８年３月の障害と人権全国弁護士ネットのシンポジウムにて。手前中央の寝台型車いすが古込さん 

 

古込さん（右） シンポの後、会場に聞きに来た元同じ病院入院中の斎藤さんと 

 

古込さんに関する記事のリンク 

http://www.kaigoseido.net/topics/18/kanazawa_koga_gennko.htm 

http://www.kaigoseido.net/topics/18/kyoudokanazawa.htm 

http://www.arsvi.com/w/fk03.htm 
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